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成 26年 3月までの間に 72.2%減少した。最大の
線量は平成 23年 6月に渡利地区で観測された















ム 137・134による内部被曝は今後の障害で 1 mv
未満になると推定されている。
　また，検査を受けた人のうちでの預託実行線量






表 1.　福島市内の空間線量の変化（※線量の単位はいずれも μSv/h）（※ 1）
地区 H23. 6 H25. 3 H26. 3 H23.6との増減率（%）
H25.3との
増減率（%）
中央 1.59 0.51 0.32 △ 79.9 △ 37.3
渡利 2.23 0.86 0.52 △ 76.7 △ 39.5
杉妻 1.17 0.34 0.22 △ 81.2 △ 35.3
蓬莱 1.55 0.52 0.30 △ 80.6 △ 42.3
清水 1.80 0.51 0.36 △ 80.0 △ 29.4
･･･（略） ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･
全体平均 1.33 0.56 0.37 △ 72.2 △ 33.9
の検査を受けており，基準値を下回ったもののみ
が出荷されている。現在の基準値は，「その食品









































































































































































　A2… 5.0 mm以下の結節や 20.0 mm以上ののう
胞



































　　全対象人数 : 367,707人　受診者数 : 296,026人　受診率 : 80.5%



































































  　　 https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21045b/wbc-
kensa-kekka.html
※ 4　政府広報オンライン




  　　 http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36021d/mon-
kekka.html
※ 6　コープふくしまホームページ
  　　 http://www.fukushima.coop/kagezen/2011.html
※ 7　妊産婦に関する調査
  　　 http://fukushima-mimamori.jp/pregnant-survey/
※ 8　甲状腺検査（先行調査）結果概要【暫定版】
  　　 http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/ 
80430.pdf
※ 9　 環境省ホームページ　福島県外 3県における甲状
腺有所見率調査結果について
  　　 http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=16520
